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： 令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１） ※上段が岐阜城、下段が鵜飼観覧船

策 定 日

計 画 期 間 ～

事　業　形　態

法適（全部適用・一部適用）
非適の区分

事業開始年度

別添１０－１

岐阜市観光施設事業経営戦略

団 体 名 岐阜市

事 業 名 観光事業

職員数

1人

6人

事業の内容

　　岐阜城の運営及び管理

　　鵜飼観覧船事業の運航管理及び経営管理

昭和32年度

昭和2年度

事業の種類

城

施設名

岐阜城

観覧船 鵜飼観覧船

法非適用

民間活用の状況

 ア　民間委託

　　　　　岐阜城運営管理業務委託（入場券販売、清掃、火災予防監視、警備等）

　　　　　－

 イ　指定管理者制度

　　　　　－

　　　　　－

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

　　　　　－

　　　　　－



（２） 料　金　形　態

（３） 現在の経営状況 ※上段が岐阜城、下段が鵜飼観覧船

年間利用状況
　

H29

266,716人

　H30

234,933人

料金の概要・考え方

【岐阜城】
・料金は、岐阜城に関する条例に基づき定めている。
・平成4年4月に料金を改定（大人150円⇒200円、小人70円⇒100円）している。
　【個人】：大人（16歳以上）200円　　小人（4歳以上16歳未満）100円
　【団体（30人以上）】：大人（16歳以上）160円　　小人（4歳以上16歳未満）80円

【鵜飼観覧船】
・料金は、岐阜市観覧船に関する条例に基づき定めている。
・料金設定は、経済情勢や近隣の同種施設の動向、消費税増税分等の見直しなどにより行っている。
・令和元年10月に収支改善及び割安な料金メニューの新設（納涼鵜飼［遅めの時間帯出船］）等の改定を実施し、料金体
系は下記のとおりです。

料金改定年月日
（消費税のみの改定は含まない）

【岐阜城】
　　平成4年4月1日

【鵜飼観覧船】
　　令和元年10月16日

　R1

251,485人

110,412人 76,330人 91,178人

経常収支比率
（又は収益的収支比率）

　
H29

92.6%

　H30

89.0%

　R1

89.3%

100.0% 100.0% 100.0%

経費回収率
　

H29

92.1%

　H30

80.1%

　R1

83.1%

60.3% 44.9% 48.5%

他会計補助金比率
　

H29

8.1%

　H30

19.9%

　R1

29.9%

39.7% 55.1% 53.1%

有形固定資産減価償却率
　

H29

%

　H30

%

　R1

%

% % %

　R1

－

－ － －

◆岐阜城
・周辺の城郭および交通事業者と連携して事業（スタンプラリー等）を展開することで、入場者数の増加を図って収益性を高めている一方で、一般会計からの繰入金等を受け経営を続けている。
・年間の入場者数は、近年の城郭ブームの影響により増加傾向（H30：234,933人→R1：251,485人　7％増）にあり、それに伴い、料金収入も増加傾向（H30：43,465千円→R1：46,489千円　7％増）
にある。また、外国人観光客の入場者数も増加している。

企業債残高対料金収入比率
　

H29

－

　H30

－

◆鵜飼観覧船
・経常収支比率は、平成29年度から令和元年度にかけて、一般会計からの繰入れを行っていることで100％となっている。
・経費回収率や他会計補助金比率の改善策として、令和元年10月に消費税増税分、乗船割合の比率等を見直し、料金の改定を行った。
・今後も乗船料を含む収入増加策を検討し、実施していく。

【上記の収益、資産等の状況等を踏まえた現在の経営状況の分析】

大人料金 小人料金
18：15出船 全日 3,500円 1,800円
18：45出船 平日 3,200円 1,800円
19：15出船 土日祝日 3,500円 1,800円
納涼鵜飼　20：40頃出船 2,900円 1,500円

通常料金 納涼鵜飼料金
148,800円 123,300円
119,000円 98,600円
89,300円 74,000円
59,500円 49,300円
44,700円 37,000円

30人乗り
20人乗り
15人乗り

乗合船

貸切船

50人乗り
40人乗り



２．将来の事業環境

（１） 宿泊客数（観光客数）の見通し

（２） 料金収入の見通し

◆岐阜城
・有料入場者数の動向は、テレビドラマや歴史ブームなどの社会的要因やガイドブックなどでの紹介、観光客らがインターネットで発信した情報などが大きな要因となっていると考えられる。
・ここ数年の有料入場者数は微増傾向であるため、今後の料金収入の見通しは現行の料金体系を維持し、有料入場者数の伸び率と同様に城郭入場料が増加すると推計。
（ただし、令和5年度から7年度にかけては、岐阜城耐震化工事を実施する予定で、城を閉鎖する。）

◆岐阜城
・過去の入場者数をもとに推計。ここ数年の有料入場者数は、近年の城郭ブーム等の影響により増加傾向であるため、微増すると見込んでいる。
（ただし、令和5年度から7年度にかけては、岐阜城耐震化工事を実施し、城を閉鎖する予定。）

◆鵜飼観覧船
・令和2年度は、新型コロナウイルス、7月の豪雨の影響（55日の中止）により、乗船客数や運航日数の伸び悩みにより料金収入が見込めない状況であった。今後は、新型コロナウイルス感染症
の事態が改善されれば、乗船者数の目標を１1.5万人とし、同程度の収入を見込むことが出来る。

◆鵜飼観覧船
・過去の乗船者数などをもとに推計。令和3年度は、乗船定員の緩和、船内飲食の再開により、75,000人を想定。令和4年度以降は、新型コロナウイルス感染症感染拡大前に見込んでいた乗船
者数115,000人を想定。



（３）

（４）

３．経営の基本方針

組織の見通し

◆岐阜城
・会計年度任用職員1名を配置する現行の運営体制を継続し、今後も必要最低限の職員を配置することで人件費の抑制を図る方針である。

◆鵜飼観覧船
・正職員は所長、経営管理係3名、運航管理係2名の計6名であり、職員数としては適切である。今後も同数は必要である。
・パートタイム会計年度任用職員として船員を雇用している。船員は大工・点そう・踊り子・準備係・一般船員であり、令和2年度の在籍状況及び採用者は下表のとおりである。
・鵜飼開催日に雇用する船員は、その日の出船数にあわせて決定している。
・夏休み期間中は多数の出船数が見込まれ、船員が不足することのないよう、船員を確保しておく必要がある。新たにハローワークでの説明会に参加するなど積極的に採用活動を行っていく。
・一般船員は、雇用期間が半年弱であること、出船数に併せて当日の船員雇用数を決定するなど雇用形態が不安定なため、運航業務の中核を担う存在である30代の船員の成り手が特に不足
し大きな課題となっている。現在、雇用の条件面等を検討している。

◆岐阜城
戦国城下町の観光活用により入場者数を増やすことで収入増を図る。
老朽化した施設設備を更新することで経費削減を図る。
〇戦国城下町における魅力の創出
・戦国時代からの様々なストーリーを基に、岐阜城・金華山などの既存観光資源の磨き上げを行うとともに発掘が進められている岐阜城の石垣をはじめ新たな観光資源と連動させ、“面”として
の魅力創出を図る。
〇戦国城下町におけるおもてなしの推進
・歴史に関心のある人をはじめ、国籍・年齢を問わず多くの人が岐阜城周辺を訪れることから、岐阜公園の再整備事業や史跡岐阜城跡整備計画が進められており、エリア一帯の回遊性の向上
を図るなど、「オープンエアミュージアム」のように“本物”の観光資源の魅力をインバウンドの方々を含む幅広い層に楽しんでいただけるよう、受入環境を整えるとともに、照明のLED化など施設
設備を更新するなどコスト削減を図る。
・新型コロナウイルス感染症により、国内観光全体の動向については、当面、入場者数の大幅な増加は見込めない状況である。入場者数の維持を図る上で、岐阜市を訪れる観光客の満足度を
高めるため既存の観光資源の磨き上げを図るとともに、ＳＮＳ等を活用した観光情報の発信を積極的に行う。

◆鵜飼観覧船
鵜飼の観覧方法による顧客満足度や観覧方法に応じた料金設定など、経営収支の改善、及び鵜飼の認知度、魅力向上を図る。
・岐阜市といえば「ぎふ長良川の鵜飼」がすぐに連想される。鵜飼は、本市を象徴する国際的な観光資源となっている。この鵜飼が営まれる背景となる名水百選の長良川、豊かな自然の金華山
に代表される美しい風光を大切に育て、自然と環境との調和した格調ある観光都市を志向している。（市政概要から）
・外部有識者で構成された岐阜市鵜飼観覧船事業のあり方検討委員会では、「長良川の鵜飼漁は、岐阜市が世界に誇る文化遺産であり、行政が観光という側面から鵜飼漁の保存や鵜飼文化
の継承に寄与してきた意義は大きい。鵜飼観覧船事業は、経済波及効果が大きく、観光を中心にした様々な産業において、多数の雇用につながっていることからも存続すべきである。」といった
答申を受けている。

施設の見通し

◆岐阜城
・昭和31年に築城されて以降、平成8年度から9年度にかけて再建以来初の大改修を行っている。
・設備については、定期的な点検を行い修繕を行っているものの、建設から60年以上が経過し、設備全体の老朽化が進んでいる状態である。
・平成30年度に耐震診断を実施した結果、耐震性を満たしていない階層があることが判明したため、改修する必要が出てきた。そこで、令和2年度から3年度にかけて耐震化に向けた基本構想・
詳細計画を策定し、令和4年度に設計、令和5年度以降に耐震化工事に着手することとし、あわせて、資料館を天守閣や歴史博物館、岐阜公園と連動した展示改修を行うことで、エリア一帯の回
遊性の向上を図る。

◆鵜飼観覧船
・鵜飼観覧船事務所については、船頭小屋部分について補修が必要。
・観覧船の機械船は更新時期を迎えているものの、新たに機械船の造船を行っておらず減船が続いている。しかしながら、団体客への対応、トイレ船への需要、木造船をけん引して鵜飼観覧を
行う役割など、ある程度の機械船は必要と認識しており、今後10隻前後の機械船を持つことが可能か費用対効果の観点から検討していく。木造船については、技術継承の側面からも毎年1隻
造船しており、更新を図っていく計画である。
・観覧船以外の船（警備船、苫船等）についても現在と同程度の船数が必要であり、更新を図っていく必要がある。

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

天守閣耐震工事
展示整備

基本構想策定 詳細計画策定 耐震工事

岐阜城資料館整備
天守閣と連動した
展示改修

費　　　　用 １０，４７０千円 ８，５６６千円 ３０，０００千円 １００，０００千円 ２００，０００千円 ２００，０００千円

※金額は概算

基本・実施設計
リニューアル

オープン

■船員の在籍状況（H29.4時点）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 計
男 1 29 10 19 22 24 32 137
女 0
計 1 29 10 19 22 24 32 137

年代層

■船員の在籍状況（R2.4時点）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 計
男 14 36 5 18 21 21 30 145
女 8 3 2 13
計 14 44 5 21 23 21 30 158

年代層

職種 人数（名）
運航管理者 1

班長 9
1級 11
2級 35
3級 6
4級 13

5級 14
6級 69

計 158

採用者（R2年度）

10代20代の船員数が増加しているが学生が多い。→将来の成り手につながっていない。

種別 船　名 旅客定員 材質 機械船 トイレ
バリア

フリー

掘り

ごたつ
登録月日

観覧船 帰 蝶 丸 50 機械船 ○ 平成4年6月21日

観覧船 若 鮎 丸 50 機械船 ○ 平成4年6月21日

観覧船 ゆ う が お 丸 40 機械船 ○ ○ ○ 平成13年5月2日

観覧船 牡 丹 丸 40 機械船 ○ ○ ○ 平成11年5月7日

観覧船 ひ ま わ り 丸 40 機械船 ○ ○ ○ 平成12年7月27日

観覧船 さ る び あ 丸 40 機械船 ○ ○ 平成11年4月27日

観覧船 さ く ら 丸 40 機械船 ○ ○ 平成11年7月30日

観覧船 岐 阜 丸 30 機械船 ○ ○ ○ 平成13年6月27日

観覧船 岐 陽 丸 30 機械船 ○ ○ ○ 平成13年7月18日

観覧船 金 華 丸 30 機械船 ○ ○ ○ 平成14年5月9日

観覧船 長 良 丸 30 機械船 ○ ○ 平成12年9月10日

観覧船 岐 山 丸 30 機械船 ○ ○ 平成12年8月11日

観覧船 篝 火 丸 30 木造 平成5年7月20日

観覧船 菊 鳳 丸 30 木造 平成9年8月19日

観覧船 井 ノ 口 丸 30 機械船 ○ 平成15年5月8日

観覧船 三 法 師 丸 30 木造 ○ 平成19年7月1日

観覧船 美 濃 丸 30 木造 ○ 平成20年8月1日

観覧船 飛 翔 丸 30 木造 ○ 平成21年7月29日

観覧船 千 歳 丸 30 木造 ○ 平成22年7月22日

観覧船 迎 鳳 丸 30 木造 平成24年10月10日

観覧船 道 三 丸 30 木造 平成27年4月7日

観覧船 信 長 丸 30 木造 平成29年4月7日

観覧船 光 秀 丸 30 木造 令和2年5月22日

観覧船 青 雲 丸 20 木造 平成13年4月13日

観覧船 彩 雲 丸 20 木造 平成15年5月7日

観覧船 遊 雲 丸 20 木造 平成16年8月5日

観覧船 秋 雲 丸 20 木造 平成17年4月22日

観覧船 志 雲 丸 20 木造 平成18年5月2日

観覧船 輝 雲 丸 20 木造 平成18年5月9日

観覧船 雲 上 丸 20 木造 平成19年5月8日

観覧船 祥 雲 丸 20 木造 平成20年5月11日

観覧船 景 雲 丸 20 木造 ○ 平成22年5月10日

観覧船 暁 雲 丸 20 木造 平成28年4月6日

観覧船 瑞 光 丸 15 木造 平成23年4月15日

観覧船 瑞 兆 丸 15 木造 平成23年7月7日

観覧船 絆 丸 15 木造 平成24年4月9日

観覧船 豊 饒 丸 15 木造 平成25年5月11日

観覧船 後 楽 丸 15 木造 平成25年7月6日

観覧船 蒼 流 丸 15 木造 平成26年4月4日

観覧船 清 風 丸 15 木造 平成15年5月1日

観覧船 令 和 丸 15 木造 令和1年5月7日

踊り 踊 船 20 機械船 ○ 平成14年5月10日

観覧船 雲 海 丸 20 機械船 平成12年7月10日

苫 苫 船 B 号 5 木造 ○ 平成28年4月6日

苫 苫 船 C 号 8 木造 ○ 平成30年7月25日

警備 警 備 船 １ 号 5 機械船 ○ 昭和58年2月9日

警備 警 備 船 ２ 号 5 木造 ○ 昭和60年7月25日

警備 警 備 船 ３ 号 8 機械船 ○ 平成14年8月14日

警備 警 備 船 ４ 号 5 木造 ○ 昭和50年5月10日

警備 警 備 船 ５ 号 7 機械船 ○ 昭和48年4月9日

警備 警 備 船 ６ 号 8 機械船 ○ 平成15年6月5日

警備 警 備 船 ７ 号 6 機械船 ○ 昭和52年4月25日

警備 警 備 船 ８ 号 5 機械船 ○ 平成7年5月9日

警備 警 備 船 ９ 号 7 機械船 ○ 平成8年5月8日

警備 警 備 船 １ ０ 号 7 機械船 ○ 平成19年6月10日

警備 警 備 船 １ ５ 号 8 機械船 ○ 平成11年7月30日

トイレ 楽 市 丸 12 機械船 ○ ○ 平成17年3月31日

トイレ 水 鵬 丸 12 機械船 ○ ○ 平成19年5月9日

保有船種別 材質 観覧船旅客定員別

観覧船 42隻 木造船 機械船 計

踊り 1隻 32隻 26隻 58隻

トイレ船 2隻

警備船 11隻

苫船 2隻

合計 58隻



４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目標

◆岐阜城
施設の修繕計画として、入場者の安全性を確保するため、令和5年度から7年度にかけて耐震化工事を行う。

◆鵜飼観覧船
安全な観覧船運航のため、定期的な航路の浚渫工事を計画的に行う。

◆鵜飼観覧船
・本来は歳出を乗船料収入により賄わなくてはいけないが、コロナ収束後の見込みを達成したとしても全て賄うことはできない状況である。令和元年10月には料金改定を行い、乗船料について
消費税増税分以上の値上げを行った。令和2年度からは、新料金で収益の改善を図る予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大や7月の豪雨の影響で観覧船事業は55日の中止となっ
た。また、新型コロナウイルス感染症対策のため、乗船定員の人数の削減や船内での飲食禁止などにより運航したが、乗船者数は少ない状況であった。今後は、コロナウイルス感染症の事態
が改善されれば、収入が見込める予定である。乗船料で賄えない部分については、一般会計繰入金を充当しているが、その一般会計からの繰入金を最小限度となるよう、水上座敷など新たな
観覧方法による乗船客数増や収入の増加策（グッズ販売）、支出の抑制に取り組み、事業の経営改善に努める。

◆岐阜城
【職員給与費】
・経営戦略の対象期間中は令和元年度の人員体制を前提に職員給与費を試算している。
【管理運営費】
安全を第一とし、施設が円滑に運営できる必要最低限の人数で委託料を積算しており、さらに外部委託することで経費削減と効率化を図っている。
【その他の営業費用】
・過去の実績から入場券印刷費、光熱水費、樹木の枝払い手数料、浄化槽の清掃費等、経営戦略の対象期間中も引き続き必要となるものを見込んでいる。

◆鵜飼観覧船
【委託費】
・観光施設整備（安全確保）について、令和元年度から契約方法を見直し、担当課での見積合せによる業者選定方式から、契約課における入札による業者選定方式に変更し経費削減を図っ
た。
【管理運営費】
・令和3年度から、各鵜匠に支出していた報償費のうち、伝統継承に係る部分については、特別会計から切り離し、一般会計に組み替えて支出することとし見直しを行う。
【人件費など】
・市職員は、市の規定に従っている。
・船員については、平成30年度に船員交渉を行い、繁忙日への勤務の充実を図るため、期末手当を減額しその代わりに時給を増額する見直しを行い、令和元年度から実施した。これにより繁
忙日への出勤を促すことに繋がっている。

◆岐阜城
・天守閣からの眺望は山上部の大きな魅力のひとつであり、これを活かした整備を行う必要がある。また、入場者が安心、安全に見学ができる機能を向上させるため、令和5年度から3ヶ年程度
をかけて岐阜城天守閣耐震化工事を概算金額で見込んでいる。しかし、工事期間中の料金収入の減少や維持管理費の見直し等については、検討を必要とするため、現段階では収入支出とも
概算金額で見込んでいる。また、展示設備についても耐震化工事後の動線や整備期間中の収入減などを含めた検討が必要である。

◆鵜飼観覧船
・観覧船建造事業：安全かつ質の高い鵜飼観覧を実施するため、古く傷みの激しい船を廃船し、ニーズに合った船に切り替える。また、快適な観覧環境を保つとともに、鵜飼観覧船造船技術の
継承を図る。＜令和元年度：決算額7,663,959円＞
・鵜飼観覧ドック内形状測定等業務：平成30年7月豪雨の影響で、河川増水等から船を守る堤防（ドック）である締切堤の決壊、決壊による停船するドック内への土砂の堆積等により河川の環境
が大きく変化し、ドック内の流速が速くなった。そのため、鵜飼観覧船の安全運航に大きく支障をきたし、平成30年度は運航中止日数が42日に及んだ。兼ねてより学術的に研究を行っている岐阜
大学に、効果的な締切堤の形状を検討する業務等を平成30年度より継続的に委託している。＜令和元年度：決算額598,000円＞
・観光施設整備（安全確保）：安全安心な鵜飼観覧を提供するため、大水等によって航路に堆積した土砂を浚渫する。また渇水時における観覧船の運航が困難な時にも土砂を浚渫する。＜令和
元年度：決算額7,385,000円＞

目標

◆岐阜城
岐阜公園など周辺の観光施設や近隣の城郭などと連携して事業を展開することで、入場者数の増加を図る。

◆鵜飼観覧船
新たな観覧方法を導入し、観覧方法に応じた価格による乗船料の収入増と乗船料以外の収入増加策を図る。

◆岐阜城
【利用料金】
・事業の管理運営に係る経費については入場料収入で賄われており、料金体系は現状どおりとするが、社会経済情勢や近隣類似施設の状況を把握しながら料金単価の適正化に努める。
・岐阜公園及び周辺施設との回遊性を高めるため、クーポン券の発券を行うとともに、交通事業者と連携した通年型の企画商品を造成することで入場者数の増加を図る。
【繰入金】
・耐震事業を行うことによる料金収入減と地方債償還に充当している。
【国庫補助】
・岐阜城天守閣耐震化工事について国庫補助の活用を見込んでいるが、交付決定前のため概算金額としている。
【企業債】
・岐阜城天守閣耐震化工事について起債予定である。



①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

民間活用

◆岐阜城
城郭・資料館・沿路を含めた山頂部と居館跡の山麓部の包括的な管理が必要である。また、本市の観光振興に密接に
関わっており、民間活用については慎重に検討していく必要があると考えている。

◆鵜飼観覧船
岐阜市鵜飼観覧船事業のあり方検討委員会から、業務の民間委託化や多様な運営手法を検討すべきという答申を受け
ており、検討を進めていく。

料金

◆岐阜城
事業の管理運営に係る経費については入場料収入で賄われており、料金体系は現状どおりとするが、社会経済情勢や
近隣類似施設の状況を把握しながら料金単価の適正化に努める。

◆鵜飼観覧船
令和元年10月に料金改定を行い、令和2年度の運航から乗合船については適用している。貸切船は、コロナウイルス感
染症対策により定員を減らした料金を適用することとしたため、新料金での運用は出来なかった。今後、新料金での運用
を行った上で、見直しの必要があれば改定を行う。

稼働率・利用者数

◆岐阜城
集客性の高いイベントを開催し、ＳＮＳ等を活用したイベント情報の発信を積極的に行うことで何度も訪れたくなる施設運
営を目指すとともに、資料館を天守閣等と連動した展示改修を行うことでエリア一帯の回遊性の向上を図る。

◆鵜飼観覧船
コロナ収束後には、改めてインバウンド向けの集客策などを進めていく。またSNSによる情報発信も積極的に行う。旅館
組合が事前に予約した船を直前にキャンセルすることがあるため、乗船販売ができないことがある。それを未然に防ぐた
め、直前のキャンセルをなくすべく組合に要請等を行い、稼働率を上げていく。

投資の適正化

◆岐阜城
適切な維持管理に努め、老朽化が進行する施設や設備の改修・撤去にあっては、単年度に過度の投資とならないよう計
画的に執行し、負担の平準化を図る。

◆鵜飼観覧船
機械船建造の費用は高額なため、乗船者の状況などを見ながら判断する必要がある。

その他の取組

◆岐阜城
－

◆鵜飼観覧船
鵜飼納涼観覧所について、現状、上部の県道等の車両の往来により、昭和46年以降未使用の状況である。現在、関係
機関と撤去等含め協議を進めている。令和3年度はその鵜飼納涼観覧所の撤去等に係る方向性を検討する業務として
予算化した。

◆岐阜城
岐阜公園及び周辺施設との回遊性を高めるため、クーポン券の発券を行うとともに、交通事業者と連携した通年型の企
画商品を造成することで入場者数の増加を図る。

◆鵜飼観覧船
鵜飼観覧以外の観覧船の利用（風流屋形船・夢粋船）の促進も行う。現在、実証実験として実施している遊覧船運航につ
いては令和3年度の結果を検証し、それ以降の本格運航により収入増に繋げていくことを計画している。

その他の取組

◆岐阜城
岐阜城を活かしたツーリズムと連携し集客を図る。（月と岐阜城、フォトツーリズム事業、ロケツーリズム事業）

◆鵜飼観覧船
令和2年度から鵜飼観覧船を川岸に係留した状態で、船上から鵜飼を見る水上座敷を実施しており、今後、試験的に行
いながら、有料での乗船を検討していく。今後も乗船料を含む収入増加策を検討し、実施していく。

企業債

◆岐阜城
耐震化工事の計画以外に活用する見込みはない。

◆鵜飼観覧船
当面、利用する考えはない。

繰入金

◆岐阜城
必要経費と費用対効果を考えながら事業を展開することにより、一般会計繰入金の圧縮に努める。

◆鵜飼観覧船
鵜飼観覧船事業に関しては、歳出を乗船料収入により賄えていない状態であり、一般会計繰入金によっているが、その
一般会計からの繰入金を最小限度となるよう、乗船客数や収入の増加策、支出の抑制に取り組み、事業の経営改善に
努める。

資産の有効活用等による
収入増加の取組



③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略の事後検証、
改定等に関する事項

◆岐阜城
本経営戦略は、ＰＤＣＡサイクルによる進捗状況等の評価・検証を行った上で、お客様ニーズや社会環境の変化等を踏ま
え、適宜修正を行っていく。具体的には、毎期第3四半期に、経営戦略の収支計画との乖離や他計画との内容の整合を
検証し、後年に影響が出てくる場合は、収支計画を修正する。

◆鵜飼観覧船
本経営戦略は、ＰＤＣＡサイクルによる進捗状況等の評価・検証を行った上で、お客様ニーズや社会環境の変化等を踏ま
え、適宜修正を行っていく。具体的には、毎期第3四半期に、経営戦略の収支計画との乖離や他計画との内容の整合を
検証し、後年に影響が出てくる場合は、収支計画を修正する。
また、鵜飼関係者で構成され、毎年開催している長良川鵜飼運営協議会内で委員からの意見もいただきながら、第三者
の目からも検証を行っていく。

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

◆岐阜城
本市のランドマーク的な観光施設の一つであり、毎年入場者数は20万人を超えている。また、周辺の観光施設や宿泊施
設への誘客により、地域経済の振興に大きく貢献しており、間接的な経済効果が高い施設となっている。そのため、引き
続き事業を継続し、魅力が発揮される運営管理が必要である。

◆鵜飼観覧船
本事業に付随する民間事業者が多く、本市の観光振興だけでなく、雇用機会の創出や地域経済の振興にも大きく寄与し
ている。

公営企業として
実施する必要性

◆岐阜城
城郭・資料館・沿路を含めた山頂部と居館跡の山麓部の包括的な管理が必要である。また、本市の観光振興に密接に
関わっており、公営企業として実施する必要がある。

◆鵜飼観覧船
収益事業であるものの、伝統文化の継承という観点から、市の一定の役割が必要である。こういった点に配慮しながら、
多様な運営主体について検討していく必要がある。

職員給与費

◆岐阜城
運営管理に必要最低限の人員配置（会計年度任用職員：1名）を継続するとともに、人件費の適正化に努める。

◆鵜飼観覧船
船員賃金などについて船員組合と協議しながら最適化を図っていく。

その他の取組

◆岐阜城
－

◆鵜飼観覧船
－

委託料

◆岐阜城
直営費で、委託化により削減が図れるような事業については見直しを図っていく。

◆鵜飼観覧船
各事業で、事業の必要性や有効性などを検証し、常に見直しを図っていく。また、委託化により削減が図れるような事業
について検討を行い見直しを図っていく。

管理運営費

◆岐阜城
施設の管理運営については必要最低限の人員で対応しており、最小の費用で最大のサービスが入場者に提供できるよ
う努める。

◆鵜飼観覧船
管理運営については必要最低限の人員で対応しており、最小の費用で最大のサービスを提供できるよう努める。引き続
き、管理費等のコスト削減に努めながら、さらなる委託化を検討するとともに、施設としての魅力を高め、稼働率を上げ
る。
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